の 腹 もなかつ たが、 

「俺 は 先 を 急ぐ から 失敬した い ね。 」 

とから かって やった。 第 八 は、 悲鳴 を あげて 芝の 上 

を 転がった。 幸 ひと 沢の 日蔭の 水溜りに 薄氷が 張り 詰 

めて ゐた。 帽子が 防水布な ので、 それに 氷の 破片 を 盛 

つて、 引き戻る と、 第 八の 発作 は 稍々 収まった もの か、 

坐った かたちで 俺の 袋の 上に 腹 這って ゐた。 然し 激痛 

に 襲 はれる 毎に 彼 は、 こんにゃくの やうに 身悶えな が 

ら 袋に 獅嚙み つくので あった。 

帽子 を 更に 手拭 ひにく るんで、 俺 は 彼に 手渡した。 

彼 は 〔# 空白 は ママ〕 氷囊を 患部に 結び 
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